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！ ！
！！！学校
の取組

中茶安別小中学校

　

中
茶
安
別
小
中
学
校
は
、
全
校

児
童
生
徒
20
人
（
小
学
生
11
人
、

中
学
生
９
人
）
が
通
う
小
中
併
置

校
で
す
。
今
年
度
は
中
学
校
３
年

が
欠
学
年
で
す
が
、
小
１
か
ら
中

３
ま
で
の
９
年
間
の
育
ち
を
見
据

え
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る

の
が
特
色
で
す
。

児
童
生
徒
が
交
流
し
な
が
ら
、
考

え
や
思
い
を
深
め
、
共
に
高
め
合

う
授
業

　

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
授
業

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
は
主
に
「
道
徳
の
授
業
」
に

つ
い
て
全
校
で
研
修
を
行
い
「
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
の
授
業
」
を

通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
「
豊
か

な
心
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
少
人
数
に
お
け
る
話
し
合

い
、
議
論
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

「
小
中
学
校
の
発
達
段
階
を
踏
ま

え
た
授
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

と
い
っ
た
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
い
、
道
徳
の
授
業
づ
く
り
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
授
業
に

お
い
て
は
、
思
い
や
考
え
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
が
お
互

い
を
認
め
合
う
こ
と
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
に
お

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
の
研
修
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
チ
ャ
ン
ベ
ツ
緑
の
少
年
団

　

全
校
児
童
生
徒
で
構
成
す
る

「
中
チ
ャ
ン
ベ
ツ
緑
の
少
年
団
」

は
、
約
９
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広

さ
を
も
つ
学
校
林
を
主
な
活
動
場

所
と
し
て
、
森
林
環
境
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
年
実
施
す

る
年
３
回
（
春
・
夏
・
秋
）
の
全

校
学
校
林
活
動
で
は
、
季
節
に
応

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い

「
森
か
ら
学
ぶ
」
体
験
的
な
学
習

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
春
の
活
動
は
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
夏

と
秋
は
学
校
林
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
の
活
動

で
は
、
植
樹
し
た
樹
木
を
保
護
す

る
「
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
設

置
し
「
ド
ロ
ー
ン
」
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
秋
の
活
動
で
は
、
樹

木
の
「
下
枝
切
り
」
と
行
う
と
と

も
に「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
宝
探
し
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

本
校
の
伝
統
で
あ
る
学
校
林
の
保

全
、
維
持
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
行
事
の

工
夫

　

伝
統
的
に
「
地
域
と
の
つ
な
が

り
」
を
大
切
に
し
て
い
る
本
校
の

学
校
行
事
で
す
が
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中
止
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
例
年
６
月
に
行
っ

て
い
る
「
地
域
合
同
大
運
動
会
」

や
、
10
月
に
行
っ
て
い
る
「
学
校

祭
」
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
児

童
生
徒
の
学
習
活
動
を
発
表
す
る

場
を
失
わ
せ
ま
い
と
代
替
行
事
を

工
夫
し
、
９
月
に
は
「
全
校
陸
上

記
録
会
」
を
、
10
月
に
は
「
器
楽

発
表
会
・
作
品
展
示
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
学
び

を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、
学
校
全
体
で
教
育
活
動
の
工

夫
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　防災・防犯情報などをメールでお知らせします。
　「防犯情報」「防災情報」「町からのお知らせ」「ヒ
グマ出没情報」の区分から配信を希望する情報を選
んで登録すると、必要な情報のみを受信することが
できます。

登録はこちら▼︎
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義援金・救援金のお知らせ
　日本赤十字社では被災地の方々などを支援す
るため、義援金・救援金の受け付けを行ってい
ます。なお、一部の義援金については、受付期
間が延長となっています。
　皆さんの温かいご協力をお願いします。
■�受け付け・問い合わせ／役場保健福祉課社会
福祉係（１階④番窓口☎内線133）

標茶消防署☎485-2021

令和２年火災・救急出動件数

消防だより
ホームページ
�http://www.town.shibecha.�hokkaido.jp/~sfsma/

　令和２年に標茶町内で発生
した火災件数は、前年より３
件減の２件でした。救急件数
は前年より49件増の375件
となっています。なお、火災
による死者・負傷者はありま
せんでした。
　まだまだ寒い日が続き、ス
トーブなどの暖房機器の使用
も多くなりますが、火災・事
故などが起きないよう取り扱
いには十分注意しましょう。

令和２年火災発生状況

種別 件数 焼損面積・台数 損害額

建物 １件 床０㎡　表１㎡
（内容物のみ焼損） 284千円

車両 ０件 ０台 ―

林野 １件 5,003a ―

合計 ２件
床０㎡　表１㎡

0台
5,003a

284千円

令和２年救急出動状況

種別 出動件数 搬送人員

急病 184件 178人

交通事故 26件 24人

一般負傷 37件 37人

その他 128件 118人

合計 375件 357人

お知らせ　毎年２月は、標茶消防団女性消防部に
よる単身高齢者宅への防火訪問を実施していまし
たが、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、防火訪問を中止することになりました。

昔のしべちゃ写真展
　明治18年、塘路地区に戸長役場が置
かれ、行政施行されてから今年で135年
を迎えます。これを記念し、今年度の
巡回展では「昔のしべちゃ写真展」を
開催します。どうぞご覧ください。

■問い合わせ／標茶町博物館（☎487-2332）

No.13

会　場 日　程
開発センター 2月９日㈫～15日㈪
図書館 2月16日㈫～21日㈰

虹別酪農センター 2月24日㈬～３月１日㈪
※�いずれの会場も、開催初日は午後から見学すること
ができます。
※�３月以降の開催日程は、広報しべちゃ３月号でお知
らせします。

義援金・救援金名 受付期間
東日本大震災義援金

３月31日㈬まで

平成28年熊本地震災害義援金
平成29年7月5日からの大雨災害義援金
令和元年台風第19号災害義援金
令和２年７月豪雨災害義援金
バングラデシュ南部避難民救援金

中東人道危機救援金
平成30年７月豪雨災害義援金 ６月30日㈬まで

■期間／２月２日㈫～14日㈰
　「チョコレートスイーツの作
り方」や「恋愛小説」「好きを
伝える絵本」など、バレンタイ
ンデーに合わせた本を展示しま
す。甘くてキュンとする本を、
ぜひお楽しみください。

バレンタインデーの図書展

■期間／２月16日㈫～３月３日㈬
　和紙を使っておひなさまを作ってみましょう！
作ったおひなさまは、ぜひおうちに飾ってみてくだ
さい。開館中、図書館のお話コーナーでお待ちして
います。

和紙で、おひなさまを作ろう！

図書館だより
☎485-2300 ■開館時間■

火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
月曜日・祝日：休館
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文芸作品

和田レイ子さん（開　運）の作品馬場　恵子さん（上多和）の作品

掲載希望の方は、イラスト・詩・絵画・写真
ほか何でも結構ですので、作品に住所・氏名
を記入の上、次のところまでお寄せください。

〒088-2312　川上４丁目２番地
役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ちしています みんなの 

作品展

絵
手
紙
の
会

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
高
齢
者
小
さ
な
親
切
花
咲
か
す�

佐
藤
美
代
子

◦
お
賽
銭
自
粛
自
粛
が
ど
う
響
く�

土
肥　

雅
典

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
立
春
と
い
う
譜
の
聞
こ
ゆ
そ
こ
か
し
こ�

石
川　

陽
三

◦
樹
氷
咲
く
帰
省
せ
し
孫
ア
イ
メ
イ
ク�

三
輪　

智
子

◦
初
湯
客
待
ち
て
華
や
ぐ
胡
蝶
蘭�

千
葉　

碧
水

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
歳
末
の
急
な
る
寒
波
た
じ
ろ
ぐ
も

　

迎
え
る
春
に
老
い
の
高
鳴
り�

門
屋　

和
子

◦
病
院
は
昔
な
じ
み
の
人
に
合
う

　

た
が
い
の
足
も
ま
ま
な
ら
ぬ
仲�
若
林　

鶴
代

◦
飛
行
機
も
観
光
バ
ス
も
悲
鳴
あ
げ

　

な
す
す
べ
も
な
き
コ
ロ
ナ
に
勝
て
ず�

池
田
シ
ゲ
ノ

川
　
柳
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
コ
ロ
ナ
禍
に
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
ア
イ
デ
ア
顔
を
出
し�

吉
田　

満
代


